
26大学と学生　2010.12
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は
じ
め
に

山
形
大
学
で
は
、
大
学
生
が
大
学
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
一
緒
に
働
い

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
本
学
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
学
生
が
主
役
の
大
学
創
り
」

の
一
環
と
し
て
学
生
二
〇
〇
人
程
度
を
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
採
用
し
、

大
学
の
運
営
・
企
画
に
参
画
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
学
長
が
掲
げ
る

「
結
城
プ
ラ
ン
２
０
０
９
」
に
お
い
て
提
言
さ
れ
た
も
の
で
、
平
成

二
一
年
二
月
に
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
制
度

（
以
下
「
Ａ
Ａ
制
度
」）
と
し
て
制
度
化
い
た
し
ま
し
た
。

制
度
の
概
要

こ
の
制
度
は
、
国
立
大
学
法
人
山
形
大
学
が
行
う
学
生
支
援
な
ど

の
業
務
に
、
修
学
に
支
障
の
な
い
範
囲
に
お
い
て
本
学
の
学
生
を
参

画
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
の
視
点
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
も
取
り

入
れ
る
な
ど
学
生
支
援
業
務
等
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
学
生
の

就
業
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で
す
が
、
併
せ
て
学

生
に
対
す
る
経
済
的
支
援
も
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。

Ａ
Ａ
は
、
主
に
次
の
よ
う
な
業
務
を
対
象
と
し
て
お
り
ま
す
。

（
一
）
全
学
的
業
務
で
次
に
掲
げ
る
業
務

ア　

学
生
支
援
業
務

イ　

大
学
広
報
業
務

ウ　

学
生
が
利
用
す
る
施
設
等
に
係
る
業
務

エ　

大
学
が
実
施
す
る
事
業
に
係
る
業
務

オ　

そ
の
他
学
長
が
必
要
と
認
め
た
業
務

山
形
大
学
に
お
け
る
学
生
と
の
協
働
に
よ
る
経
済
支
援

　

～
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
制
度
～奥

山
利
弘

（
山
形
大
学
総
務
部
企
画
調
整
役　
（
人
事
担
当
））

●
事
例
●
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（
二
）
各
部
局
が
実
施
す
る
前
号
に
準
ず
る
業
務

対
象
と
な
る
学
生
は
、
山
形
大
学
に
在
籍
す
る
学
部
学
生
及
び
大

学
院
生
（
休
学
者
は
不
可
）
で
、
修
学
に
支
障
が
な
い
と
判
断
さ
れ

る
学
生
を
対
象
と
し
て
お
り
、
就
労
の
際
は
、
本
学
短
時
間
勤
務
職

員
に
準
じ
て
採
用
さ
れ
ま
す
。

業
務
に
対
す
る
給
与
は
、
時
給
制
で
学
生
の
区
分
に
よ
っ
て
異
な

り
、
学
部
学
生
八
五
〇
円
、
大
学
院
生
（
修
士
）
九
〇
〇
円
、
大
学

院
生
（
博
士
）
一
、〇
〇
〇
円
と
し
て
お
り
ま
す
。

《
採
用
ま
で
の
流
れ
》

Ａ
Ａ
の
募
集

Ｈ
Ｐ
、
電
子
掲
示
板
等
を
利
用
し
て
募
集
（
原

則
学
内
公
募
）

↓

選　
　
　

考

修
学
上
支
障
の
な
い
こ
と
の
確
認
、
保
険
加
入

の
確
認
な
ど

↓

採
用
手
続
き

必
要
書
類
の
提
出

↓

採　
　
　

用

人
事
異
動
・
雇
用
条
件
通
知
書
に
よ
り
担
当
職

員
が
直
接
Ａ
Ａ
に
説
明
・
通
知

↓

勤　
　
　

務

Ａ
Ａ
は
、
業
務
に
従
事
す
る
際
に
、
そ
の
都
度
、

出
勤
簿
に
自
ら
記
名

監
督
す
る
職
員
は
、
業
務
終
了
の
都
度
、
実
施
業
務
内
容
を
確
認

の
上
、
Ａ
Ａ
の
出
勤
簿
に
確
認
の
記
名

学
長
が
掲
げ
る
「
結
城
プ
ラ
ン
２
０
０
９
」
に
お
い
て
提
言
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
結
城
学
長
が
外
国
の
大
学
を
視
察

し
た
際
に
、
大
学
内
に
お
い
て
生
き
生
き
と
働
く
学
生
た
ち
と
の
出

会
い
が
あ
り
、「
山
形
大
学
の
学
生
に
も
機
会
を
与
え
た
い
」
と
の

学
長
の
思
い
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

学
生
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、
法
人
化
前
か
ら
、
教
育
補
助
業
務
を

行
う
Ｔ
Ａ
（
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
制
度
や
研
究
補
助

業
務
を
行
う
Ｒ
Ａ
（
リ
サ
ー
チ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
制
度
ま
た
は
非

常
勤
職
員
の
制
度
を
利
用
し
雇
用
し
て
い
る
例
は
各
大
学
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。

本
学
の
場
合
に
お
い
て
も
同
様
の
制
度
に
よ
る
雇
用
も
し
て
お
り

ま
す
が
、
今
回
の
Ａ
Ａ
制
度
に
つ
い
て
は
、
対
象
を
本
学
の
学
生
に

限
定
し
、
学
生
支
援
な
ど
の
業
務
を
中
心
に
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と
し

て
参
画
願
い
、
学
生
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
学
生
の
就
業
意
識
の
向

上
、
経
済
支
援
等
の
、
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
に
制
度
化
し
た

も
の
は
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
か
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
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Ａ
Ａ
の
業
務
例

現
在
、
三
〇
〇
人
近
い
学
生
が
Ａ
Ａ
と
し
て
働
い
て
お
り
、
Ａ
Ａ

制
度
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
の
延
べ
採
用
人
数
は
約
七
五
〇
人
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
以
下
に
、
Ａ
Ａ
の
実
際
の
勤
務
内
容
に
つ
い
て
、
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

図
書
館
の
学
習
サ
ポ
ー
ト
Ａ
Ａ
：
学
部
学
生
（
主
に
一
、二
年
生
）

か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
や
文
献
検
索
に
つ
い
て
の
質
問
に
答
え
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
う
と
い
う
も
の
で
、
大
学
院
生
が
Ａ
Ａ
と
し
て
担
当
し

て
お
り
ま
す
。
相
談
を
受
け
た
後
に
は
、
そ
の
内
容
を
記
録
し
、
学

習
の
ど
の
部
分
で
ア
ド
バ
イ
ス
が
必
要
な
の
か
な
ど
の
傾
向
を
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
す
る
業
務
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
利
用
し
た
学
生
か
ら

は
、「
相
談
相
手
が
在
学
中
の
先
輩
な
の
で
先
生
や
職
員
に
は
聞
け

な
い
よ
う
な
こ
と
も
気
軽
に
相
談
で
き
る
。」「
先
輩
の
経
験
を
基
に

し
た
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
聞
け
る
の
で
と
て
も
参
考
に
な
る
」

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
図
書
館
側
と
し
て

も
、
Ａ
Ａ
を
通
し
て
、
学
生
の
学
習
上
の
行
動
傾
向
を
具
体
的
に
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
考
え
る
上
で
大

き
な
ヒ
ン
ト
と
な
っ
て
い
た
り
、
学
生
の
肉
声
と
し
て
情
報
が
入
る

こ
と
か
ら
業
務
の
見
直
し
な
ど
業
務
の
改
善
に
も
つ
な
が
っ
て
お
り

ま
す
。

大
学
訪
問
担
当
Ａ
Ａ
：
大
学
訪
問
に
来
ら
れ
る
高
校
生
（
小
中
学

生
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。）
に
対
し
て
大
学
構
内
を
案
内
・
説
明
す

る
業
務
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
学
生
食
堂
で
一

緒
に
昼
食
を
と
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
訪
れ
る
高
校

生
ら
か
ら
は
、
大
学
生
が
学
生
の
視
点
に
た
っ
た
わ
か
り
易
い
案

内
・
説
明
を
し
て
く
れ
る
と
大
変
好
評
の
よ
う
で
す
。

国
際
交
流
ユ
ニ
ッ
ト
Ａ
Ａ
：
本
年
九
月
に
、
韓
国
（
釜
山
、
ソ
ウ

ル
）
で
行
わ
れ
た
日
本
留
学
フ
ェ
ア
に
、
韓
国
人
留
学
生
が
Ａ
Ａ
と

し
て
、
職
員
と
と
も
に
参
加
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
山
形
大
学
の

ブ
ー
ス
に
お
い
て
、
本
学
の
大
学
案
内
や
募
集
要
項
な
ど
の
資
料
に

文献検索のアドバイスをする学習サポートＡＡ

オープンキャンパスの準備作業を行うＡＡ
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基
づ
き
入
学
試
験
の
内
容
や
学
生
生
活
に
関
す
る
こ
と
、
生
活
習
慣

の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
個
別
相
談
に
応
じ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

託
児
サ
ポ
ー
タ
ー
：
女
性
研
究
者
等
の
教
育
・
研
究
と
育
児
等
の

両
立
を
支
援
す
る
た
め
に
男
女
共
同
参
画
推
進
室
が
中
心
と
な
っ
て

学
内
に
設
け
た
託
児
ル
ー
ム
に
お
い
て
、
Ａ
Ａ
が
「
託
児
サ
ポ
ー
タ

ー
」
と
し
て
、
一
歳
か
ら
小
学
校
六
年
生
ま
で
の
教
職
員
等
の
子
ど

も
を
、
保
育
士
と
一
緒
に
保
育
等
の
業
務
を
行
う
と
い
う
も
の
で

す
。
託
児
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
る
に
は
、
事
前
に
学
内
で
行
わ
れ
る

「
託
児
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
」（
参
加
無
料
）
を
修
了
す
る
必
要
が
あ

り
、
こ
れ
ま
で
四
五
人
の
Ａ
Ａ
が
登
録
さ
れ
て
お
り
ま
す
。「
託
児

サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
」
は
、
や
ま
が
た
育
児
サ
ー
ク
ル
ラ
ン
ド
の
協
力

を
得
な
が
ら
行
う
女
性
労
働
協
会
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
講
習
会
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
基
づ
い
た
講
義
と
保
育
実
習
で
す
。

そ
の
他
の
Ａ
Ａ

○
就
職
支
援
室
の
求
人
票
等
整
理
・
デ
ー
タ
入
力
、
広
報
誌
作
成
補

助
、
就
職
支
援
に
係
る
セ
ミ
ナ
ー
等
の
運
営
補
助
、
就
職
情
報
の

収
集
及
び
学
生
へ
の
情
報
メ
ー
ル
配
信

○
図
書
館
の
時
間
外
開
館
等
の
閲
覧
業
務

○
プ
ー
ル
監
視
、
そ
の
他
体
育
館
な
ど
の
体
育
施
設
の
管
理

○
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
室
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
パ
ソ
コ
ン（
ソ
フ
ト
）

遊具で遊ばせる託児サポーターの様子

高校生の質問に応えるＡＡ・右（進学相談会）

日本の大学の様子などを説明するＡＡ・左下 
（韓国・ソウル）
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の
操
作
補
助

○Call�Lab

教
室
に
お
け
る
ア
ル
ク
自
学
自
習
シ
ス
テ
ム
の
操
作

○
合
同
企
業
説
明
会
に
お
け
る
会
場
設
営
、
受
付
、
企
業
案
内
、
参

加
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

○
学
生
広
報
部
Ｈ
Ｐ
編
集
に
係
る
業
務
、
打
合
わ
せ
（
会
議
）

○
外
国
人
留
学
生
に
よ
る
韓
国
語
印
刷
物
の
校
正
作
業
、
中
国
語
印

刷
物
の
校
正
作
業

○
学
術
情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー
の
時
間
外
利
用
者
へ
の
相
談
受
付
・
ア

ド
バ
イ
ス

○
入
試
準
備
及
び
誘
導
業
務
の
補
助

○
公
開
講
座
補
助

○
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
運
営
補
助

○
三
大
学
合
同
進
学
説
明
会
に
お
い
て
高
校
生
ら
へ
の
応
対

○
医
学
部
に
お
け
る
公
開
講
座
実
技
指
導
補
助
（
シ
ス
テ
ム
デ
ー
タ

入
力
等
）

○
そ
の
他

学
生
へ
の
期
待

大
学
内
で
職
員
と
と
も
に
働
く
学
生
へ
の
期
待
と
し
て
は
、
ス
タ

ッ
フ
の
一
員
と
し
て
本
学
の
学
生
支
援
業
務
や
各
種
事
業
に
参
画
願

う
中
で
、
大
学
の
仕
事
を
知
っ
て
も
ら
う
（
興
味
を
持
っ
て
も
ら

う
）
と
と
も
に
就
業
意
識
の
向
上
を
期
待
し
て
い
ま
す
が
、
実
際
に

Ａ
Ａ
を
経
験
し
大
学
職
員
の
業
務
に
興
味
を
持
っ
た
学
生
が
、
将
来

の
職
業
と
し
て
大
学
職
員
を
目
指
し
た
い
と
職
員
採
用
試
験
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
例
も
出
て
き
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
本
学
と
し
て
も
、

学
生
の
視
点
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
入
れ
る
な
ど
学
生
支
援
業

務
等
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
賃
金
に
よ
る
経
済
的
な
支
援
に
よ
り
、
安
定
し
た
修
学
環
境

が
確
保
さ
れ
、
よ
り
一
層
勉
学
に
専
念
願
え
る
も
の
と
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

今
後
の
課
題

Ａ
Ａ
の
採
用
に
あ
た
っ
て
は
、
働
く
こ
と
へ
の
意
識
を
持
た
せ
る

た
め
に
も
人
事
異
動
・
雇
用
条
件
通
知
書
等
の
交
付
を
行
う
な
ど
、

一
般
的
な
雇
用
に
準
じ
た
手
続
き
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
制
度
が
定

着
化
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
採
用
人
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
た

め
、
採
用
手
続
き
の
事
務
量
も
増
加
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
通
常
の

非
常
勤
職
員
の
採
用
手
続
き
と
比
較
す
れ
ば
簡
略
し
た
形
で
制
度
化

し
た
も
の
で
す
が
、
事
務
の
効
率
化
も
念
頭
に
さ
ら
に
簡
便
な
方
法

を
検
討
中
で
す
。


